
令和６年（2024年）1月 25日 第 321号（6）足 立 区 議 会 だ よ り

◇
令
和
５
年
度
足
立
区
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

　

補
正
額
△
７
億
６
千
97
万
７
千
円 

　
予
算
総
額　

３
千
302
億
386
万
３
千
円

（
日
本
共
産
党
足
立
区
議
団
、
足

立
区
議
会
議
会
改
革
を
全
力
で
推

し
進
め
る
会
よ
り
反
対
討
論
あ
り
）

◇
令
和
５
年
度
足
立
区
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
７
号
）

　

補
正
額　

66
億
３
千
250
万
円

　
予
算
総
額　

３
千
368
億
３
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　

636
万
３
千
円

◇
令
和
５
年
度
足
立
区
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

補
正
額
△
５
千
477
万
８
千
円

　
予
算
総
額　

730
億
６
千
747
万
６
千
円

◇
令
和
５
年
度
足
立
区
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

補
正
額
△
57
億
９
千
114
万
６
千
円

　
予
算
総
額　

698
億
９
千
521
万
４
千
円

　

（
日
本
共
産
党
足
立
区
議
団
よ
り

　

反
対
討
論
あ
り
）

◇
足
立
区
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情

報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
申
請
等
に

関
し
、
本
人
確
認
の
方
法
等
の
特

例
を
定
め
る
ほ
か
、
規
定
を
整
備

す
る
も
の

◇
公
益
的
法
人
等
へ
の
足
立
区
職
員

の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

公
益
社
団
法
人
足
立
区
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
を
職
員
の
派
遣
先

に
加
え
る
ほ
か
、
規
定
を
整
備
す

る
も
の

◇
足
立
区
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　

職
員
の
給
与
を
改
定
す
る
も
の

◇
足
立
区
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手

当
の
額
を
改
め
、
及
び
勤
勉
手
当

を
支
給
す
る
ほ
か
、
規
定
を
整
備

す
る
も
の

◇
足
立
区
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

産
前
産
後
期
間
の
保
険
料
の
減

額
に
係
る
も
の
の
ほ
か
、
規
定
を

整
備
す
る
も
の

　
　
　

◇
足
立
区
文
化
芸
術
劇
場
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◇
足
立
区
勤
労
福
祉
会
館
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◇
足
立
区
立
元
渕
江
公
園
及
び
生
物

園
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◇
足
立
区
立
校
外
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

◇
足
立
区
知
的
障
が
い
者
大
谷
田
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

　

以
上
、
５
議
案
は
い
ず
れ
も
指

定
管
理
者
を
指
定
す
る
も
の

◇
足
立
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◇
足
立
区
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

◇
足
立
区
立
図
書
館
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

◇
足
立
区
地
域
体
育
館
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

◇
足
立
区
営
運
動
場
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

◇
足
立
区
温
水
プ
ー
ル
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て

◇
足
立
区
立
千
寿
本
町
小
学
校
温
水

プ
ー
ル
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

◇
足
立
区
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

以
上
、
８
議
案
は
い
ず
れ
も
指

定
管
理
者
を
指
定
す
る
も
の

　

（
日
本
共
産
党
足
立
区
議
団
よ
り

　

反
対
討
論
あ
り
）

◇
「
足
立
区
介
護
保
険
事
業
者
支
援

　

施
設
の
大
規
模
改
修
工
事
の
実
施

に
関
す
る
基
本
協
定
」
の
変
更
に

　

つ
い
て

　

変
更
前　

11
億
４
千
万
円

　

変
更
後　

11
億
７
千
870
万
７
千
円

　

相
手
方　

社
会
福
祉
法
人
東
京
蒼

　
　
　
　
　

生
会

◇
公
の
施
設
の
区
域
外
設
置
に
関
す

る
協
議
に
つ
い
て

　

毛
長
公
園
の
区
域
外
設
置
に
関

し
草
加
市
と
協
議
す
る
も
の

◇
六
町
駅
自
転
車
駐
車
場
の
建
物
・

工
作
物
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

　

六
町
駅
自
転
車
駐
車
場
の
建
物
・

工
作
物
を
無
償
譲
渡
す
る
も
の

◇
郷
土
博
物
館
展
示
部
分
改
修
業
務

委
託
に
つ
い
て

　

契
約
方
法　

指
名
競
争
入
札

　

契
約
金
額　

２
億
６
千
895
万
円

　

相
手
方　

株
式
会
社
日
展
東
京

　
　
　
　
　
　

支
店

◇
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

　

図
書
館
シ
ス
テ
ム
で
管
理
し
て

い
る
未
返
却
図
書
資
料
に
関
す
る

返
還
請
求
権
を
放
棄
す
る
も
の

◇
綾
瀬
駅
東
口
駅
前
交
通
広
場
整
備

工
事
請
負
契
約

　

契
約
方
法　

条
件
付
一
般
競
争
入
札

　

契
約
金
額　

３
億
７
千
950
万
円

　

相
手
方　

白
岩
建
設
株
式
会
社

◇
和
解
に
つ
い
て

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
休
日
給

及
び
夜
勤
手
当
の
支
給
誤
り
（
時

効
分
）
に
つ
い
て
和
解
す
る
も
の

◇
議
決
を
得
た
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
　

東
綾
瀬
中
学
校
改
築
工
事
請
負

　

契
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
３
件

◇
和
解
に
つ
い
て

　

区
立
中
学
校
に
お
け
る
体
育
の

授
業
中
に
発
生
し
た
歯
牙
欠
損
事

故
に
関
す
る
損
害
賠
償
に
つ
い
て

和
解
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
１
件

◇
損
害
賠
償
額
の
決
定
に
つ
い
て

　

区
が
管
理
す
る
敷
地
に
生
え
て

い
る
樹
木
の
根
が
、
隣
接
す
る
相

手
方
の
宅
地
の
地
中
ま
で
伸
び
、

排
水
管
の
内
部
に
侵
入
し
た
こ
と

に
よ
り
、
排
水
管
を
詰
ま
ら
せ
る

損
害
を
与
え
た
こ
と
に
対
す
る
損

害
賠
償
額
を
決
定
す
る
も
の

　

い
ず
れ
も
、
令
和
５
年
12
月
20
日

に
議
決
し
、
意
見
書
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。
以
下

全
文
で
す
。

◇
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の

　

軽
減
措
置
の
継
続
を
求
め
る
意
見
書

　

内
閣
府
は
令
和
５
年
11
月
の
月

例
経
済
報
告
に
お
い
て
、
先
行
き

に
つ
い
て
は
、
「
海
外
景
気
の
下

振
れ
が
景
気
を
下
押
し
す
る
リ
ス

ク
と
な
っ
て
お
り
、
物
価
上
昇
や

中
東
地
域
を
め
ぐ
る
情
勢
等
の
影

響
に
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
し
て
お
り
、
小
規
模
事
業
者
を

取
り
巻
く
環
境
も
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
東
京
都
が
継
続

実
施
し
て
い
る
「
小
規
模
住
宅
用

地
に
対
す
る
都
市
計
画
税
の
軽
減

措
置
」
「
小
規
模
非
住
宅
用
地
に

対
す
る
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
の
減
免
措
置
」
及
び
「
商
業
地

等
に
対
す
る
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
の
負
担
水
準
の
上
限
引
下

げ
措
置
」
は
、
区
民
の
過
重
な
税

負
担
を
緩
和
し
、
厳
し
い
経
営
環

境
に
あ
る
小
規
模
事
業
者
に
と
っ

て
も
、
経
営
回
復
や
事
業
継
続
へ

の
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
い
る
。

　

長
期
に
及
ん
だ
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
や
先
行
き
の
見
え
な
い
物
価
高

騰
、
本
年
10
月
に
施
行
し
た
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
等
が
区
内
小
規
模
事

業
者
の
企
業
経
営
や
区
民
生
活
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
中
、

東
京
都
が
こ
れ
ら
の
軽
減
措
置
を

廃
止
す
れ
ば
、
地
域
経
済
の
回
復

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が

強
く
危
惧
さ
れ
る
。

　

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
東
京

都
に
対
し
、
下
記
事
項
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
以
降
も
継
続
す
る
よ

う
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

記

１　

小
規
模
住
宅
用
地
に
対
す
る

都
市
計
画
税
を
２
分
の
１
と
す

る
軽
減
措
置

２　

小
規
模
非
住
宅
用
地
に
対
す

る
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

を
２
割
減
額
す
る
減
免
措
置

３　

商
業
地
等
に
お
け
る
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
、

負
担
水
準
の
上
限
を
65
％
に
引

き
下
げ
る
減
額
措
置

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の

規
定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

（
東
京
都
知
事
あ
て
）

◇
民
営
火
葬
場
の
火
葬
料
金
を
届
け

出
制
と
す
る
法
整
備
及
び
火
葬
料

金
適
正
化
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

　

現
在
、
特
別
区
内
に
は
、
公
営

２
カ
所
、
民
営
７
カ
所
の
火
葬
場

が
あ
る
が
、
足
立
区
及
び
周
辺
区

に
は
公
営
火
葬
場
が
な
い
。
特
別

区
以
外
の
自
治
体
に
お
い
て
は
公

営
火
葬
場
が
多
い
の
に
対
し
、
特

別
区
内
で
は
民
営
火
葬
場
が
大
半

を
占
め
て
い
る
。
営
利
を
追
求
す

る
民
営
火
葬
場
は
、
原
油
価
格
の

高
騰
等
の
影
響
を
受
け
た
際
に
、

公
営
火
葬
場
に
は
な
い
燃
料
費
特

別
付
加
火
葬
料
（
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー

ジ
）
を
導
入
す
る
等
、
公
営
火
葬

場
に
比
べ
火
葬
場
利
用
料
が
高
額

に
な
っ
て
い
る
。

　

自
治
体
や
経
営
主
体
の
違
い
で

料
金
格
差
が
大
き
く
な
り
す
ぎ
る

の
は
問
題
で
あ
り
、
民
営
火
葬
場

を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
住
民
に

と
っ
て
は
大
き
な
負
担
と
な
っ
て

い
る
。

　

墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律

は
、
「
墓
地
、
納
骨
堂
又
は
火
葬

場
の
管
理
及
び
埋
葬
等
が
、
国
民

の
宗
教
的
感
情
に
適
合
し
、
且
つ

公
衆
衛
生
そ
の
他
公
共
の
福
祉
の

見
地
か
ら
、
支
障
な
く
行
わ
れ
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
し
、
そ

の
経
営
に
つ
い
て
は
、
非
営
利
性

が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
国
会

及
び
政
府
並
び
に
東
京
都
に
対
し
、

民
営
火
葬
場
を
使
用
す
る
住
民
が

不
利
益
を
被
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

下
記
事
項
に
つ
い
て
強
く
求
め
る

も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

記

１　

国
は
、
火
葬
場
に
お
け
る
火

葬
料
金
を
届
け
出
制
と
し
、
公

益
目
的
に
則
っ
て
適
正
な
経
営

が
行
わ
れ
る
た
め
の
法
整
備
を

行
う
こ
と
。

２　

東
京
都
は
、
都
内
の
民
営
火

葬
場
が
公
益
目
的
に
則
っ
て
適

正
な
経
営
が
行
わ
れ
る
よ
う
指

導
す
る
と
と
も
に
、
火
葬
料
金

の
適
正
化
を
推
進
す
る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の

規
定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

（
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
厚

生
労
働
大
臣
、
東
京
都
知
事
あ
て
）

◇
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
実
施
を

求
め
る
意
見
書

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
５
類
移
行
後
、
感
染
者
数
の
把

握
が
定
点
把
握
に
変
更
さ
れ
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
感
染
状
況
を
正
確

に
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ

て
い
る
。
今
後
起
こ
り
う
る
感
染

症
の
ピ
ー
ク
や
傾
向
の
把
握
、
加

え
て
新
た
な
感
染
症
に
対
応
す
る

た
め
に
も
、
「
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ

ン
ス
（
疫
学
調
査
）
」
を
全
国
の

下
水
処
理
場
で
実
施
す
べ
き
で
あ
る
。

　

感
染
症
対
策
の
基
本
は
、
適
切

な
検
査
を
正
確
に
行
う
こ
と
で
あ

る
が
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
な
ど
で
は
感

染
者
が
自
主
的
に
検
査
を
受
け
な

け
れ
ば
陽
性
者
を
特
定
で
き
ず
、

各
地
域
に
お
け
る
感
染
拡
大
の
傾

向
を
完
全
に
つ
か
む
こ
と
は
で
き

な
い
。

　

し
か
し
、
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン

ス
を
実
施
す
れ
ば
、
そ
の
地
域
に

お
け
る
感
染
状
況
を
見
え
る
化
で

き
、
感
染
症
流
行
の
兆
候
、
そ
の

後
の
感
染
の
規
模
や
拡
大
・
収
束

の
傾
向
も
よ
り
早
く
把
握
で
き
る
。

　

内
閣
官
房
が
令
和
４
年
度
に
実

施
し
た
「
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス

の
活
用
に
関
す
る
実
証
事
業
」
の

報
告
書
に
お
い
て
「
将
来
の
感
染

状
況
の
予
測
に
よ
っ
て
、
市
民
へ

の
注
意
喚
起
や
地
方
公
共
団
体
の

体
制
整
備
に
活
用
で
き
る
可
能
性

が
あ
る
」
と
明
記
さ
れ
、
有
用
性

に
大
き
な
期
待
が
さ
れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
国
会

及
び
政
府
に
対
し
、
感
染
症
の
脅

威
か
ら
国
民
を
守
る
た
め
に
、
下

記
の
事
項
に
つ
い
て
取
り
組
む
こ

と
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

記

１　

内
閣
感
染
症
危
機
管
理
統
括

庁
が
司
令
塔
と
な
り
、
厚
生
労

働
省
、
国
土
交
通
省
、
地
方
公

共
団
体
が
連
携
し
て
下
水
サ
ー

ベ
イ
ラ
ン
ス
を
全
国
に
お
い
て

実
施
す
る
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の

規
定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

（
衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、

国
土
交
通
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、

感
染
症
危
機
管
理
担
当
大
臣
あ
て
）

◇
ガ
ザ
地
区
で
の
即
時
停
戦
を
求
め

る
決
議

　

２
０
２
３
年
10
月
に
中
東
で
人

道
を
無
視
し
た
新
た
な
戦
火
が
広

が
っ
た
。
イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス

に
よ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
テ
ロ
攻

撃
と
人
質
の
誘
拐
は
国
際
法
、
国

際
人
道
法
上
、
明
ら
か
な
違
反
行

為
で
あ
る
が
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
や

病
院
ま
で
攻
撃
し
、
子
ど
も
を
含

む
何
の
罪
も
な
い
大
勢
の
パ
レ
ス

チ
ナ
人
を
殺
害
し
て
い
る
イ
ス
ラ

エ
ル
の
行
為
も
明
ら
か
な
国
際
人

道
法
違
反
で
あ
り
、
国
連
の
グ
テ
ー

レ
ス
事
務
総
長
は
「
武
力
紛
争
の

い
か
な
る
当
事
者
も
、
国
際
人
道

法
を
超
越
す
る
も
の
で
は
な
い
」

と
述
べ
て
い
る
。

　

ハ
マ
ス
と
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
武

力
衝
突
か
ら
２
か
月
以
上
経
過
し

た
が
、
戦
域
の
拡
大
と
と
も
に
、

特
に
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に
犠
牲

が
生
じ
て
お
り
、
悲
劇
的
な
状
況

は
収
束
の
気
配
が
な
い
。

　

平
和
と
安
全
の
都
市
宣
言
を
行
っ

て
い
る
足
立
区
と
し
て
、
何
の
罪

も
な
い
人
間
の
命
を
奪
う
暴
挙
は
、

断
じ
て
容
認
で
き
ず
、
厳
し
く
糾

弾
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
足
立
区
議
会
は
、
国

際
法
、
国
際
人
道
法
上
の
い
か
な

る
犯
罪
も
許
さ
な
い
立
場
か
ら
、

下
記
に
つ
い
て
強
く
求
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　

記

１　

人
道
目
的
の
即
時
停
戦
及
び

人
質
の
即
時
解
放

２　

国
際
法
、
国
際
人
道
法
の
遵
守

３　

ガ
ザ
地
区
に
お
け
る
人
道
危

機
を
改
善
す
る
た
め
の
、
水
や

食
料
、
燃
料
、
医
薬
品
を
は
じ

め
と
す
る
人
道
支
援
物
資
の
供
給

４　

戦
闘
地
域
の
不
拡
大

以
上
、
決
議
す
る
。

◇
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の

軽
減
措
置
の
継
続
に
つ
い
て
意
見

書
の
提
出
に
関
す
る
請
願

◇
区
内
に
今
後
新
設
さ
れ
る
民
営
火

葬
場
の
火
葬
料
金
を
届
け
出
制
と

し
て
適
正
管
理
す
る
こ
と
を
区
に

求
め
る
と
と
も
に
、
区
外
既
存
の

民
営
火
葬
場
に
関
し
て
同
様
な
法

整
備
を
求
め
る
意
見
書
を
都
や
国

に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

◇
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
廃
止
、
ま
た

は
中
止
、
延
期
を
求
め
る
意
見
書

を
国
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る

陳
情

◇
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
実
施
を
中
止
す

る
よ
う
国
に
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
陳
情

（
以
上
２
件
に
つ
い
て
、
日
本
共

産
党
足
立
区
議
団
よ
り
不
採
択
に

反
対
の
討
論
あ
り
）

足立区議会議会改革を全力で推し進める会は反対討論を行いましたが、議案に賛成した議員もいます。

第
4
回
定
例
会
で
の

議
決
結
果

可
決
し
た
も
の

可
決
し
た
も
の

補
正
予
算

条　
　

例

そ
の
他
の
議
案

報　
　

告

第
4
回
定
例
会
で
の

本会議の様子

■特別区道路線の認定について

■特別区道路線の廃止について

江北一丁目・二丁目・四丁目地内

西新井本町四丁目地内

所在地 幅員（ｍ） 延長（ｍ） 面積（ｍ2）

幅員（ｍ） 延長（ｍ） 面積（ｍ2）

西新井本町四丁目地内

所在地

① 79.41
②286.18

①1,341.71（編入）
②4,600.43（編入）

①16.00
②16.00

6.00 96.58 573.29

1.82 23.79 43.30


